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７月17日、ＪＡ熊本経済連you＋youくまもと農畜産物市場
で、担い手育成総合支援協議会・認定農業者協議会主催の若手
女性農業者視察研修会を行ない、15人が参加しました。

熊本６次産業化サポートセンター（ＪＡ熊本中央会）の猪本浩章企画推進員、JA熊本経済連マーケティング
戦略課松永千代蔵コーディネーターから６次産業の取り組みについて講義を受けました。
「６次産業化は、まずは農業者が加工、販売にチャレンジすること」「身近な地域との連携からアイディア

やヒントが生まれる」「農村には豊富な地域資源である農林水産物・風景・伝統文化が溢れている」「消費者
のニーズにあった商品を作り、付加価値をどのように付けていくかが重要になる」と説明。「経営多角化の取
り組みが地域の活性化に繋がる」という理念に、参加者からは、個々の農業経営に対する６次産業化の進め方
についての積極的な質問もありました。
その後の情報交換会では、女性農業者の日ごろの農業への思いや悩みを交換でき、短い時間でしたが話しが
つきない楽しい時間をみんなで共有することができました。

～６次産業化へのヒント～

今回の表紙
さつまいもや大根などの野菜を栽培、就農２年目村田隼人

さん（出分）です。
隼人さんは製造業の会社で働いていましたが、「農家の長

男でもあり、いつかは農業経営を引き継ぎたい」との強い思
いから33歳で就農を決意。父親の幸生さんから農業の技術
を学び、妻の美紀さんと共に頑張っています。
「天候や体力維持は大変と感じるけど、土とふれあい作物
を作る楽しさ、満足できた野菜を収穫した時の充実感は本当
にうれしい」「将来は立派な農業経営者になって、おいしい
野菜を作り皆さんに喜んでもらいたい」と隼人さん。農業経
営の先輩である祖父、父親を尊敬し、笑顔で将来の思いを語
る姿がとても頼もしく見えました。

農業者のみなさまへお願い
農業委員会では、市内の農協支所２カ所に看

板を設置しました。

農地の問題については、気軽にご相談ください。

主な内容
・委員会選挙人名簿・農業者年金・農地パトロール・農薬散布・農地中間管理事業
・若手女性農業者視察研修・農作業標準賃金・農業委員会活動実績・とれたて秋野菜の紹介

若手女性農業者視察研修会

３条申請（所有権移転12件・賃借権設定19件・使用賃借権設定12件）
４条申請（転用申請８件・届出10件）
５条申請（転用申請：所有権移転24件・賃借権設定９件・使用貸借権設定７件）
　　　　（届出：所有権移転24件・賃借権設定２件・使用貸借権設定１件）
あっせん　４件
農業経営基盤促進農地利用集積（利用権設定180件・所有権移転14件）

里芋・インゲン・大根葉・かぼちゃ
・ＪＡ菊池　きくちのまんま　合志店
☎ 348－6556
・合志市物産館「弁天」
一般社団法人　クラッシーノこうし
☎ 342－5554

 ９月･･･農地パトロール
11月･･･農業者年金加入推進活動月間
12月･･･農業委員選挙人名簿登載申請書送付
 １月･･･農業委員会選挙人名簿登載申請書審査
 ３月･･･農業者年金受給予定者説明会
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農地の借受け 農地の貸付け

高齢で農業を
やめたいけど、
農地は守りたい

相続した農地を
誰かに貸したい

地域内の農地
を借りて規模
を拡大したい

農業を始めた
いので、農地
を借りたい

貸し手 借り手

　農業者が加入している国民年金の額は、40年加入
で１人で月額６万６千円、夫婦で13万２千円、年額
で158万円です。老後の家計は、夫婦２人で月額23
万円必要と言われていますが、国民年金では、月額
10万円ほど不足する試算になります。

農業者年金の加入要件
①　国民年金の第１号保険者の人。
②　年間60日以上農業に従事している人。
③　60歳未満の人。
　通常保険料は月２万円から６万７千円まで千円単
位で加入者が決定し、納付した保険料は全額社会保
険料控除の対象となり節税が見込まれます。
　終身年金で80歳までの保証付きで、仮に80歳に
なる前に亡くなった場合、80歳までに受け取るはず
であった年金が死亡一時金として遺族に支給されま
す。
　また、認定農業者など一定の条件を満たせば保険
料の国庫補助を受けることができます。

【公社に農地を貸したい場合】
・「農用地等貸付申込書」を農地がある農業委員会またはＪＡの担当窓口に提出してください。随時受け付けし
ています。

・農地をリスト化登録し、「借受希望者」とのマッチング後に、公社が借りるための手続きを行ないます。

【公社から農地を借りたい場合】
・公社が実施する「借受希望者の募集」に必ず応募する必要があります。

応募期間・毎年３回（５・９・1月）
　　　　（第Ⅱ期：９月１日～30日   第Ⅲ期：平成27年１月５日～２月３日）
・公社がリスト化した農地とのマッチングの後に、借受希望者に農地を貸し付けるための手続きを行ないます。

※募集内容や応募方法については、公社のホームページ、市農業委員会、ＪＡの窓口に備え付けのパンフレット
をご覧ください。

　公社に農地を貸した地域・農家の人には「機構集積協力金」が交付されます。
　地域集積協力金・経営転換協力金・耕作者集積協力金がありますが、交付単価や交付要件などそれぞれ異なり
ます。交付要件を満たした人でなければ協力金は交付することができませんので必ずご確認ください。

　　　　　　問い合わせ先　ＪＡ菊池合志中央支所　　☎２４８－１１２０
　　　　　　　　　　　　　ＪＡ菊池西合志中央支所　☎２４２－１１６３
　　　　　　　　　　　　　熊本県農業公社　　　　　☎２１３－１２３４

農業者年金のご案内

　毎年１月１日現在で、農業委員会委員の選挙人名
簿を作成するため、12月下旬に市内で農業を営む世
帯へ登載申請書を郵送します。
　農業委員会委員選挙の投票をすることができる人
は、登録要件を満たし、選挙人名簿の登録申請を行
ない、さらに選挙人名簿に登録された人です。申請
書を提出しないと選挙人名簿に登録されず、選挙の
投票などができませんので、平成27年１月10日ま
でに必ず申請書を提出してください。
　次回の選挙（平成28年２月執行予定）に伴う選挙
人名簿（有効期間・平成27年３月31日から平成28
年３月30日まで）になりますので申請書の提出を忘
れないよう注意してください。

登録要件
①市内に住所を有する人。
②年齢が満20歳以上の人。（平成７年４月１日まで
に生まれた人）

③10アール以上の農地について耕作業務を営む人。
④耕作業務を営む人と同居の親族またはその配偶者
であり、年間おおむね60日以上耕作業務に従事し
ている人。

⑤10アール以上の農地について耕作業務を営む農業
生産法人の組合員または社員、株主で、年間おお
むね60日以上耕作業務に従事している人。

　農薬が飛散して周辺の住民や作物とのトラブルが起きないよう、風向きや時間帯を考慮して
農薬散布を行なっください。また、使用上の注意事項を守り適量を散布するなど、適正な使用
を徹底してください。

農業委員会委員選挙人名簿
（登載申請書を提出してください）

９月上旬、市内全域の農地パトロールを実施しま
した。農地が荒れていませんか？一度荒れた農地を
復元するのは大変です。病害虫などの発生原因にも
なり、近隣農地に迷惑をかけることになります。こ
まめに管理し遊休農地の発生を防ぎましょう。
荒れた農地を貸したい人、荒れた農地を借りて耕

作したい人（農地法の許可要件あり）は農業委員会
へご相談ください。

農地パトロールを実施しています

➡自ら耕作ができない場合は「地域の担い手に貸す」
「作業委託する」などの対応をしましょう。

農地を耕作しないでいると・・・
農業委員会が農地の
利用状況調査を行な
い、遊休農地の所有者
に対する指導・勧告を
行ないます。

農薬散布に注意しましょう

老後生活の備えに農業者年金に加入しましょう

6,000 円
（３割）

10,000 円
（5割）認定農業者で青色申告者１

6,000 円
（３割）

10,000 円
（5割）認定就農者で青色申告者２

6,000 円
（３割）

10,000 円
（5割）

区分１または２の者と家族経営協定を締結し
経営に参画している配偶者または後継者３

4,000 円
（2割）

6,000 円
（３割）

認定農業者または青色申告者のいづれか一方
を満たす者で、3年以内に両方を満たすこと
を約束した者

４

̶6,000 円
（３割）

35歳まで（25歳未満の場合には10年以内）
に区分1の者となることを約束した後継者５

35歳以上35歳未満
国庫補助金政策支援加入条件

　
区分

（単位：月額2万円）

農地を「貸したい方」「借りたい方」を応援します

農地の貸し借り（農地中間管理事業）

1 農地を借受ける（農地中間管理権）

2 担い手（個人経営・法人経営・集
落営農など）がまとまりのある形
で農地を利用できるよう配慮して
貸付ける

3 貸し付けるまでの間、農地として
管理する

4 借受け先が確実な場合、簡易な条
件整備を実施する

熊本県農業公社
（農地中間管理機構）
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女性農業者視察研修会を行ない、15人が参加しました。

熊本６次産業化サポートセンター（ＪＡ熊本中央会）の猪本浩章企画推進員、JA熊本経済連マーケティング
戦略課松永千代蔵コーディネーターから６次産業の取り組みについて講義を受けました。
「６次産業化は、まずは農業者が加工、販売にチャレンジすること」「身近な地域との連携からアイディア

やヒントが生まれる」「農村には豊富な地域資源である農林水産物・風景・伝統文化が溢れている」「消費者
のニーズにあった商品を作り、付加価値をどのように付けていくかが重要になる」と説明。「経営多角化の取
り組みが地域の活性化に繋がる」という理念に、参加者からは、個々の農業経営に対する６次産業化の進め方
についての積極的な質問もありました。
その後の情報交換会では、女性農業者の日ごろの農業への思いや悩みを交換でき、短い時間でしたが話しが
つきない楽しい時間をみんなで共有することができました。

～６次産業化へのヒント～

今回の表紙
さつまいもや大根などの野菜を栽培、就農２年目村田隼人
さん（出分）です。
隼人さんは製造業の会社で働いていましたが、「農家の長

男でもあり、いつかは農業経営を引き継ぎたい」との強い思
いから33歳で就農を決意。父親の幸生さんから農業の技術
を学び、妻の美紀さんと共に頑張っています。
「天候や体力維持は大変と感じるけど、土とふれあい作物
を作る楽しさ、満足できた野菜を収穫した時の充実感は本当
にうれしい」「将来は立派な農業経営者になって、おいしい
野菜を作り皆さんに喜んでもらいたい」と隼人さん。農業経
営の先輩である祖父、父親を尊敬し、笑顔で将来の思いを語
る姿がとても頼もしく見えました。

農業者のみなさまへお願い
農業委員会では、市内の農協支所２カ所に看
板を設置しました。

農地の問題については、気軽にご相談ください。

主な内容
・委員会選挙人名簿・農業者年金・農地パトロール・農薬散布・農地中間管理事業
・若手女性農業者視察研修・農作業標準賃金・農業委員会活動実績・とれたて秋野菜の紹介

若手女性農業者視察研修会

３条申請（所有権移転12件・賃借権設定19件・使用賃借権設定12件）
４条申請（転用申請８件・届出10件）
５条申請（転用申請：所有権移転24件・賃借権設定９件・使用貸借権設定７件）
　　　　（届出：所有権移転24件・賃借権設定２件・使用貸借権設定１件）
あっせん　４件
農業経営基盤促進農地利用集積（利用権設定180件・所有権移転14件）

里芋・インゲン・大根葉・かぼちゃ
・ＪＡ菊池　きくちのまんま　合志店
☎ 348－6556
・合志市物産館「弁天」
一般社団法人　クラッシーノこうし
☎ 342－5554

 ９月･･･農地パトロール
11月･･･農業者年金加入推進活動月間
12月･･･農業委員選挙人名簿登載申請書送付
 １月･･･農業委員会選挙人名簿登載申請書審査
 ３月･･･農業者年金受給予定者説明会
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平成26年度農作業標準賃金（円／10a）

平成25年度農業委員会活動実績

とれたて秋野菜の紹介主な行事予定
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